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※概要（Summary）： 

マイクロ燃焼で火炎を安定に保つための壁面の化学

的効果の研究をしている．本研究では，異なる材質の

薄膜を表面に持つ石英基板を用い，壁表面の温度を精

密に保つことで，壁表面の材質が火炎中のラジカル分

布に与える影響を，レーザー誘起蛍光法により定量的

に測定することに初めて成功した． 

 
※実験（Experimental）： 

武田先端知クリーンルームの研究室所有 DC/RF スパ

ッタ装置および公開装置の表面研磨装置を用いて異

なる材質の薄膜を石英基板上に成膜した． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

上記装置で製作した異なる材質の薄膜を表面に持つ

石英基板（図 1a）を用い，壁表面の温度を精密に保

つことで，壁表面の材質が火炎中のラジカル分布に与

える影響を，レーザー誘起蛍光法により定量的に測定

することに初めて成功した．一例として，図 1b に石

英およびアルミナ表面上での OH ラジカル分布を示

す．石英と比較し，アルミナ表面近くでは，ラジカル

濃度が増加している様子が分かる．得られた実験デー

タを，数値シミュレーションも援用しながら解析した

結果，従来は不活性と認識されていた石英表面では有

為にラジカルが破壊されること，一方でアルミナ表面

は化学的効果を持たない安定な表面であることを明

らかにした． 

 

 

 

 

 
図 1 (a) 薄膜を表面に持つ石英基板，(b) 石英およびアルミ

ナ表面近傍の OH ラジカル分布． 

 
※その他・特記事項（Others）： 

今後は，異なる表面材質について検討するのみでなく，

薄膜技術およびプラズマエッチング技術を併用するこ

とで，表面欠陥が化学的効果に与える影響についても評

価を進める予定である． 
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